
３．2 技術シートの見方 

建築物の環境配慮の検討に当たっては、環境配慮技術採用のガイダンスとして使えるように、

個々に技術シートとしてまとめた。 

技術シートの記載内容は、基本的に「概要」「効果」「設計時のガイダンス」「事例」「出典・ 

参考文献」の5項目で構成し、見開き２頁にまとめて紹介した。また、図や写真等を多用して

見やすい解説となるよう工夫した。 

 

 

 

 

（シート左ページ） 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果／○機能性向上効果、○経済性向上効果、○環境性向上効果

の小項目を設け、設備・機器等の高機能化及び、そのイニシャルコスト

やランニングコスト等の経済性、さらに省エネルギー、CO2 排出量削

減、ヒートアイランド現象緩和などについて、公表できる範囲の実績値

又は推定値を記載した。 

概要／同様の目的や効果を持つ技術

を横並びにし、システムの違いが解るよ

うに、事例写真等を対照させながら記載

した。 

建物用途／CASBEE-新築（簡易版）の用途区分に

準じて表記。■の用途は建築物によく使われてい

る、又は適しているという分類を示す。 

技術項目名称／サブ

タイトルにより要素技術

の具体的な目的を補

足。 



□補足事項 

○「概要」に列記している技術には、特許を有するものも含まれている。 

○「コスト」については、特定の条件の下での試算又は事例を示しており、大まかな目安を示すものである。

○「CO2削減効果」については、電力削減に伴うCO２削減効果の統一的な算出方法が定まっていないため、

定性的表記に留めた。今後、国レベルでの取扱いが定められることが望まれる。 

○ヒートアイランド対策技術については、その効果について確立された見解がないのが実情である。そのた

め「CASBEE 対応項目」の欄の「ヒートアイランド化」については、CASBEE－新築（簡易版）にお

ける配慮項目「LR‐3の 5温熱環境の改善」の評価基準に対応している技術項目に■の表記をしている。

○「助成措置や関係法令」については、「関連資料」の章に、平成17年時点の一覧を掲載している。 

 

 

 

（シート右ページ） 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計時のガイダンス／○設計上の留意点、○施工

上の留意点、○イニシャルコスト、○メンテナンスなど

の小項目を設けて、環境配慮技術の長所だけでな

く、設計や施工及び維持管理に当たっての留意点に

ついても記載した。 

事例／多くの事例を紹介することより、事例写

真と併せて、採用技術の詳細な情報、具体的

な効果等、できるだけ取り組んでいる環境配慮

事項が判るように、紹介した。 

出典・参考文献／引用文献等の出典を記載するととも

に、さらに詳細な情報が得られるよう、掲載技術に関連

のある参考文献やURL を記載した。 

CASBEE対応項目／CASBEE-新築（簡易版）における配慮項目
Q‐3の 1～3、LR‐１の 1～4、LR‐2の 1・2、LR‐3の 1・5・6の 12項

目に分類し、その評価に関連性の高い技術項目に■の表記をし

た。 


